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 Re8pira七〇ry・ diεtres3 8yndrome は新生児死亡原因の 一つと1て最近 注目 を集
 めつ、ある。 し.か し廓の生理 的状態 を把握すろための所謂師機能検査 法は、 新生 児に関す る限り
 未だ一般に用いられる段階に至っていない。 その理由は①高度に熟練された技術を要すること。
 ②複雑 且つ大規模な測定装置 を要するこ と。 ⑤新生児 を対象 とす る場合, 測定条件 を一定に裸つ
 事が極めて困難なこと。 ④肺活量が小さいために測定器の呼吸に対する抵抗齢よびdead
 8paceに注意する必要があり, 誤ると苦痛を表現出来ない児 を窒、愚 させる危険もあ り得ること
 一などである,〕
 著者の研究は廊 圧縮羅 (1Ung comp■iance) 測簸を新生児臨床に導入し, rout ine
 に実施 し得るものに する目的 で行なわれた急のである。
            原理
 胸艦内 圧の単位変化に よって師に出入りする空気 量の多寡は肺の弾性に よって左右される。 姉
 弾性の指標としては通常, 安静呼吸時の呼気終末, 吸気終末の気流セ・の両点にむける胸腔内圧
 測ヒP繍 び安静嗣 回呼,猿VT・ (tid巴 v。コ. 1、me 晒者の比を以て肺圧継駕 '耽 絃び
                                  P
     
 棚轄霧評 騒 諏 ろ・ 舵 驚腔離縁 磁気!萱がそれぞれ測瑛れ通交する 幽票
 (例えば胸腔内圧をx鮎, 換気量をY軸に〕 に合成される。 即ち1回の呼吸は座標軸に対 してあ
 る傾きをもった線 (気硫ゼ・に相当する2点 を結ぶ直線〉 に沿った1個の長楕円形を画 く。 この
 直線を comp■iance ユ. i!協 と 呼 びこれのX軸に対すろ勾配 を以て・而 圧縮璽, Y軸に対する
 勾配 烈スて肺弾性兆が求められるわけであ だ,。 肺 i三編峯は 新生児に於ては出生後日令 と共に増加
 する傾向があり (Ghu at a1・可964 他), re5piraしorフ` d.i自若res3 sy'r} d.ro-
 me を有する児では小さくなる (Oo⊂〕 ;{ e+ 1壮.195ア) 友どの報告があ り, 児の廓の状態を
 把握する生理 的な手段の一つとなる。
           実験対象
 東北大学医 学部 附属病院 で出生 1.,た新生児1巳9例 で, 生下時体重は1680 乃至41 8eg
 にわたり・ うち250eg以下の児1 4例 を含む。
           実験方法
 嗣簿装置は 次の三部に 大別される。 ①換気薫測定装置 一Flei3 c且 型抵抗 を備えた気.塵副'を
 マスクに直接 酒告 し, 呼吸気 1玩速度に比列 した微小な圧降下 を得, これを差五£壁 トラ ノス ジユ 一
 ≠により検出・ 電気 圧力計に導 いて気塵と して表示する。 一方これを自 助演分袋道によって債分




 1、, 測定と同時に換気最と して表示, 記録 ずる。 ②食道内圧測定装置一胸腔内圧と食道内圧は平
 行するという報告 (Mead et a■.1955} に基 尊小bε且■OOii とス トレ4ンゲージ トラ ン
 スジユーサによる食道内圧測定法 (芳賀 1965) を用いた。⑤記録ならびに読みとり装置一
 陰極線オシ・グラフ のス クリーン上に食道内圧をX軸, 換気 量をY軸にとって合成図形 を画かし
 める。 安静呼吸時には団 じ伊L跡をく りかえす 'レープが画かれる。 これ を写真撮影するか或いは残
 光式 ブラウン管 を使用 して直読によりcompユ ⊥ance ■ine を求め, 繭 圧縮雍を算出する。
実 験 成  、嶺
 延べ1 55例の 測簸結果 が得 られたがこのうち第1塵仮死児の生後6時間迄の値 と第2度仮 死
 児のすべての値 を仮死群と して除外 し, 他 を生下時体.重2500g で二分 して正常成熟児群なら
 びに 正常未 熟児群と した。
 ①生後1日分乃至8a 迄の 正常 成熟児99例の肺圧縮璽は 4. 7± 層. 1 5m1/¢mH20, 正 常未
 熟児16 例の それは, 5、4± 0・ 65 ヨ1 ■/ cmH20 であった。 ②肺 圧縮塗の日令推移は正常 成熟児
 で生後10分以内 コ、 6, 10分乃至6時間 4.0, 6乃至24時間42, 24乃至48時間 4.9,
 5乃至4巳 5・e・ 5乃至6臼 5・5・ 7乃至8 El 6・ h血 1/c且1H20・ 一方 正常未熟児は生後 10分
 乃至6時間 2.7, 24乃至4 8時間 5. 6, 5乃至4自 5、 0, 5乃至6] 4.0, 7乃至8臼 4. 8
 担1/cmH20といずれも 臼令と共に 一ヒ昇 し・ 両者間の差はおよそ 13 乃至 2・D E11/cmH20 で
 あった。 ◎在 胎期間別成績は正常児の生陵 旬 タう至 8日の値115例についてみる と, 54週
 以前 5.0・ 55乃至ろ8魂44・ 59乃至42遁1 4. 5・ 45週 以上 3、 9m1/cmH20であった。
 ④仮死群は一般に低い喧を示 した。
               考按
 新生児 期 に[ お・けるlir阯E縮璽』平均 1直は 〔〕ook・は 5.2, 3wyer et a■. (1 960) ・は4.9, Chuは
 3.ロ乃至 6,5m1/cmH20と している。 Mc ]ユ roア eii aL (1 孚55〕 は弾性墨として 2.5 乃 至
 Zg cmH2 0/ 沁m1 (圧縮量 と して 1・2ア乃至 4-91〕m1/Olfl巨201 浸る値 を報告 して レ・る。 Oook
 変よ び0}1uは bo d7Pl e七 hys皿OgraP hに より襖 気 Li圭 を求 め, O胃フ' ∈ぜ及 び廻。工1royはLi～
 ny 型気迷計 を用 いている。 著 者の F■eiS I3 晒場..・丞計に よ る成績は後 者に近いものであっ
 た。 生後日・令 を考慮 したC 上l uの報告 では生 後5暗闘以内 4.75・ 24時間以後 6、24螢■/em臼20/
 Oookの・報告 では生後6時間以内の偵が 5.7 n最/c1藁120で, 藩 者の1直はその中湖に入る。 又正
 常成熟児の生後10分以内の値はその直後の値に比 してかなり隊く, この商の肺の弓単性変化は署
 しいものがあることが推 測さ れ, 分娩直後の児に対する処置或いは児の呼吸開始状況 が生後早い
 時期 の師弾性に 相当の影響を与えろものと考え られる。 在胎期間別では5 5週前後 で著明な差を
 生 じ, その 時期 に肺胞 形成の一つの つpo ohが存在すろことが推測された。 仮死児は一般に低い
 肺圧縮爵二を.ン殺すカ{, 中ににt急激に上昇 して㌧q〈 もの が ありこれ ら) の予後はli亟めて艮かつた。
              要約
 ①F■e isch型気,速計並びに 測定とi司時に1面圧縮聖を読みと才1 る薩遣をは じめて新生 i尼に用い」
 臨床 的に rOlltineに行い得る模 査法に した。 ②鮪の弾性題の発 育は 胎生!l肘:誰矯モ娠55週 前後
 新'生児廻」には生後10分前で災に:著明 であることが認め られため ⑤1排土!亀期ケ〔 於ける 正一后成熟1、「己及
 び未 致」魁 のlhli 圧三栄宿塾 〔r士 そオt ぞれ 47 ±1.1 5, 5.4± 〔}・65m1/o ra H20◎ 1ヨ 令 と 共 に一うEの ㌧il・合' で上
 昇することを認めた。 ④肺圧縮捲は新生児の呼吸機能の予後を判定すろ指標に煮ることw認めた。
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 魯査絃果の要旨
 新生児死亡の最大原 因は肺不全てあり, 新生児管理上, 肺機能検査は重要であるのに, 臨床的
 に用い得るような肺機能検査法は未 だ殆んど開発されていない。 著者は, 臨床的に使用 し得る
 ような肺圧縮率測定法を開発するために, この観究 を行クている。
 安静階呼吸の呼気終末, 吸気終末の気流 ゼ・の両点 における胸腔内圧変化Pと安静時1 回呼吸
 景VT とすると轟圧纏は肇 懐わさ才臨 離 内騒 x軸・ 換鑓を鞠に灘1ば・ 個
 疋) 呼敗は座標軸に対 し, あろ傾斜を もった媒 に沿った長楕円形 を描 ぐ。 この楕円形の長軸をた す
 直線 のX 軸に 対する勾配 で肺圧縮 率が求め られる。
 そこで・ 換気量測定は・ Fユei80h 型抵抗を備えた気速 計をマスクに直接連結 したものて・
 呼吸気流速度に比例 した微小な圧降下をと らえ, これを差圧型ト ラン スジ ユー サーにより検出 し,
 電気圧力計に導いて気速と して表示 した。 一方これを自動積 分装 置によつ て積分 し, 測定 と同時
 に換 気量 として表示 記録 した。
 胸腔内圧は食道内圧 と平行すると言うMeaα らの報告 に基いて・ 食道内 圧を小バ ルーン とスト
 レー ン・ ゲージ・ トランヌジ ユー サー を用いる方法で測定 した。 陰極線オツシ・グフのスク リー
 ン上に食道内圧をX軸, 換気量をY軸にとって合成図形を描かせ, 写真 撮影を し, これか ら肺圧
 縮率 を測定 した。
 この装置を用い蔦 3例の新生児の肺圧縮率 を測定 し編 成熟児の圧縮率は 4.7土 寸.2恥Z/㎝
 H20て swy'er らがしi■1 y'型気速計を用い て測定 した 成績に近かった。 生後の日齢とともに圧
 縮庫は次第に上昇する が, 未熟児ではこの上昇度が低かつ た。 在 始期閾が54週前の未熟児では
 明かに低かった。 仮死 のあった新生児 の圧縮率は r般 に低かつ た。
 本法は新生児肺機能 検査法として日常使 用することが出来, 児に何等の悪影響 も与えな いので
 これを何回か実施することによ り, 新生児呼 吸機能の予後を判定する ことが出来る もの で, 充分
 単位 授与 に価する ものと判定 した。
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